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帆船「海王丸」が8月4日（金）に衣浦港に寄港しました。「海王丸」は、その優
雅な姿から「海の貴婦人」と呼ばれています。

今回は、半田市制80周年・衣浦港重要港湾指定60周年記念事業として衣浦港みな
とまつり実行委員会が誘致したものです。

「セイルドリル」の様子

本来は8日（火）に次の寄港地に向けて出航する予定でしたが、台風
５号の接近により、1日早く、あわただしく出航していきました。

7月21日（金）に、当事務所において「平成29年度 三河港湾事務所 優良工事等表彰式」を行いました。

表彰式の集合写真

表彰名 工事名・業務名 会社名・氏名等

優良工事
平成28年度
三河港神野地区
岸壁(-12m)付帯工事

日本海工㈱ 名古屋支店 様

優良工事技術者
平成28年度
三河港神野地区
岸壁(-12m)付帯工事

日本海工㈱ 名古屋支店

植濃 康雄 様 （現場代理人）

優良業務

平成28年度
三河港神野地区
岸壁(-12m)施工方策

検討業務

㈱ニュージェック 中部支店 様

優良業務技術者

平成28年度
三河港神野地区
岸壁(-12m)施工方策

検討業務

㈱ニュージェック 中部支店

大谷 祐司 様 （管理技術者）

関係協力会社
平成28年度
三河港神野地区
岸壁(-12m)付帯工事

眞木海工(株) 様
（元請:日本海工㈱ 名古屋支店 様）

当事務所が発注した工事や業務にお
いて、特に成績が優秀であった方や、
創意工夫に勤め顕著な成果をあげられ
た方に対し、当事務所長の平澤より表
彰状をお贈りしました。

表彰名、表彰者一覧

5日（土）には、マストに実習生が登って帆を張る「セイルドリル」が披露され、
6日（日）には、船内の一般公開が行われ、連日多くの見学者でにぎわっていました。

来場者の様子

●海王丸について
1930年、初代海王丸が竣工されました。「日本の海の王者にふさわ

しい船にしたい」との期待を込めて「海王丸」と命名され、以後59年
間にわたって若い船員たちを育ててきました。

1989年、初代海王丸の老朽化に伴い、代替船として2代目海王丸が
竣工されました。総トン数2,556トン、全長110.09mと初代よりも
大きく、居住環境を充実し、健康的な船内生活を得られるよう配慮され
ています。現在は船員教育訓練とあわせて、青少年のための海洋教室や
体験航海にも利用されています。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに よくなれ みなと

受付時間※/9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

平成29年8月9日（水）、豊橋市内の小学校で社会科研究を行っている先生12名が、三河港と豊川を見学され
ました。

インターンシップ生として２週間お世話になりました。
研修内容としては、三河港、衣浦港、中山水道航路、名古

屋港のそれぞれの現場や施設、伊勢湾実験センターの見学な
どをさせていただきました。実習課題として三河港と衣浦港
についての広報資料の作成も行いました。

地元が山間部なので海のある風景というものがまず珍しく、
港周辺の現場や施設は見慣れないものばかりで毎日刺激を受
け、今回の実習はいろいろな面でとても勉強になりました。

岸壁の耐震整備や鋼管杭の補修をしている現場では、珍し
い工法や港ならではの工法、配慮を目にすることができ、と
ても印象に残っています。船で臨海部の施設や企業の説明を
していただいた際には、港にはそれぞれの地域に特徴や役割
があり、ひとつひとつが重要なのだということがよく分かり
ました。

事務所のみなさんのおかげで、国の大きな仕事とそれに携
わる方々に触れ、たくさんの新しいことを知り、楽しく学ぶ
ことができました。この経験を残りの学生生活や就職活動等
に活かしていきたいと思います。

★このレポートは8月29日～9月8日に実習で来ていただいた豊田工業高等専門学校生の安藤さんに書いていただきました。

実習中の様子

三河港の役割についての説明の様子

カモメリア展望台にて三河港を眺望

豊川の見学では、豊橋市役所展望階にて、豊川を眺望していただき、霞堤の
歴史と減災対策についての説明がありました。

先生方は、三河港の役割、豊川の減災対策や整備方法について興味深く見学
されていました。

三河港の見学では、ポートインフォメーションセンター「カモメリア」の展
望台から三河湾・三河港を眺望していただくとともに、三河港における物流と
臨港地区産業の現状についてご説明しました。さらに、三河港耐震強化岸壁工
事の現場見学をしていただき、南海トラフ地震・津波に対する港内の防災対策
についてもご説明しました。

岸壁工事の現場見学の様子

豊橋市役所にて豊川を眺望


	スライド番号 1
	スライド番号 2

